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本研究は，教育現場での学校心理学の実践者である現職教員及び学校心理士が教育心理学，発達心理学，臨床心理
学等を含めた広義の学校心理学にどのような内容が網羅され，提供されることを望んでいるかについて調べるための
第一段階として，１．教育現場で現在直面している問題，２．現場での問題の対処に必要な学校心理学的知識（ニー
ズ），３．学校心理学に関する知識の情報源について調べた。総じて，軽度発達障害の児童を含む児童の支援に関わ
ることは緊急性の高い問題でありニーズとしても高いが，一方で学校心理学に関わる専門知識についてのニーズも依
然として高いことが伺われた。また，知識の情報源として研修だけでなく学生時代の授業の影響も示され，教職課程
における学校心理学関連の授業の役割が依然として大きいことがわかった。今後はこれらの点もふまえ学校心理学に
関する内容の一層の充実と大学や研修での学校心理学的知識の提供が望まれる。
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はじめに

近年，学校を取り巻く諸問題への関心の高まりの中か
ら教育心理学のなかでもとくに学校に関連した領域を学
校心理学と呼び独立した分野として捉えようとする流れ
が形成されつつあり，学校心理学についての専門書も刊
行されはじめている（石隈（１９９９）ほか）。石隈（１９９９）
は学校心理学を「学校教育において一人ひとりの子ども
が学習面，心理・社会面，進路面，健康面における課題
への取り組みの過程で出会う問題状況の解決を援助し，
子どもが成長することを促進する「心理教育的援助サー
ビス」の理論と実践を支える学問体系である」としてい
るが，その学問体系はまだ新しく（石隈，２００６），学校
心理学としての独自の体系を確立する上で今後も検討さ
れていく余地があるといえる。学校心理学はその性質上，
一つの学問や研究だけで成立するものではなく（石隈，
２００６），網羅される内容は多岐にわたるが，殊に，従来
の心理学の知見・研究結果とその実践性を学校教育にお
ける児童生徒に起こる諸問題の解決に結びつけることが
重要になる（石隈，２００６）点が特徴であるといえよう。

それらの点をふまえた上での，本研究の大きな目的は，
教育現場における学校心理学の実践者である現職教員及
び学校心理士が教育心理学，発達心理学，臨床心理学等
を含めた広義の学校心理学においてどのような内容が網
羅され，提供されることを望んでいるかについて調べる
ことである。本研究はその第一段階として，現職教員及
び学校心理士が教育現場で現在直面している問題，教育
現場での問題の対処に必要な学校心理学的知識（ニーズ），
学校心理学に関する知識，情報をどのようにして入手し
ているか，また，どのような知識，情報を欲しているか
について調査を行った。

方 法

対象者と手続き：学校心理学に関する知識の理解度及
び有用度を調査する目的で学校心理士会，認定講習等に
おいて調査を実施し，一般教員６９名，養護教諭９２名，学
校心理士５９名から回答を得た。本研究ではその中で，現
職教員及び学校心理士が教育現場で現在直面している問
題，教育現場での問題の対処に必要な学校心理学的知識
（ニーズ）また，学校心理学に関する知識，情報をどの
ようにして入手しているか，また，どのような知識，情
報を欲しているかに尋ねた部分について報告する。
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調査項目

１．「現在直面している問題」について
現在教育現場で直面している問題に関して，４項目

（１．児童・生徒の適応上の諸問題（教育相談等を含む），
２．学習上の諸問題，３．クラス集団の諸問題，４．教
師の諸問題）のうち１つを選択することを求めた。

２．「教育現場での問題に対処するにあたり必要と思わ
れる学校心理学的知識」について
教育現場での問題に対処するにあたり必要と思われる

学校心理学的知識について自由記述を求めた。

３．「学校心理学に関する知識，情報をどのようにして
入手しているか，どのような知識，情報を欲している
か」について
�発達障害とその対応，�学習と記憶のしくみ，�動

機づけ（意欲）のメカニズム，�学級集団の心理，�認
知や思考の発達，�人格や社会性の発達，�心理検査・
査定法，�さまざまな心理療法，	精神病・神経症など
の心の病気に関する知識，
ストレスやそれにかかわる
心理的問題，�教育評価について，の１１項目について
「このテーマの内容をどのような手段を通して知ったか，
触れたか」を評定することを求めた。
また，これらについてとくに詳しい内容を知りたいと

思っているものを３つまで選択させた。

自由記述の分析
２「教育現場での問題に対処するにあたり必要と思わ

れる学校心理学的知識」に関する自由記述については，
自由記述を内容に応じて１４項目に分け，さらにそれをど
のような支援や知識が求められているのかという観点か
ら以下の７つのカテゴリーに分類した。それらに基づき，
「教育現場での問題に対処するにあたり必要と思われる
学校心理学的知識」について項目・カテゴリー・職種別
の集計を行った。
「教育現場での問題に対処するにあたり必要と思われ
る学校心理学的知識」に関するカテゴリー
１．学級内での児童に対する対応・支援
２．保健室等における児童に対する対応・支援

３．登校しぶり，不登校児童に対する対応・支援
４．児童の心理面の見極めや支援に必要となる専門的知
識

５．保護者への対応・支援
６．教師および教師間に対する支援
７．学校心理学・教育心理学・発達心理学に関する知識

結果と考察

１．現在直面している問題（Table１）
職種を問わず，１の児童・生徒の適応上の諸問題が最

も現在直面している問題として捉えられていた。問題カ
テゴリー別では，「１ 児童・生徒の適応上の諸問題」
は養護教諭にとって「２学習上の諸問題」「３クラス集
団の諸問題」は一般教員にとって「４教師の諸問題」は
学校心理士にとってより現在直面する問題と捉えられて
いることが示唆された。

２．「教育現場での問題に対処するにあたり必要と思わ
れる学校心理学的知識」（学校心理学的知識に関する
ニーズ）（Table２，Figure１）
全体内訳をTable２に示した。教師全体を通じて「４．

児童の心理面の見極めや支援に必要となる専門的な知
識」を必要とする回答がもっとも多く（Table２，３６．３％），
その中でも，�軽度発達障害や特別支援教育についての
専門的な知識（医学的知識含む）や�心理カウンセリン
グについての知識が望まれていることが伺われた。次い
で「１．学級内での児童に対する対応・支援」（２３．４％）
の回答が多くみられ，その中でも，�軽度発達障害の児
童（疑いのある児童を含む）に対する適切な対処法や長
期的支援についての知識が最も望まれ，次いで�集団に
なじめない・友達とうまくいかない子どもに対する対処
法も望まれていた。
さらに，「７．学校心理学・教育心理学・発達心理学

に関する知識」は上記に次いで挙げられており（１０．９％）
発達やパーソナリティの理論や集団に関する理論など理
論的・学問的な知識を深めることも求められていること
がわかった。
総じて，軽度発達障害の児童に関わることがすべての

職種からみてもっとも直面している課題であり，そのた

Table１ 現在直面している問題
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Table２ 教育現場での問題に対処するために必要と思われる学校心理学的知識（全体内訳）
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めの適切な支援やその見極めに必要な知識や専門性が早
急に望まれているといえる。一方で，学校心理学や教育
心理学・発達心理学などの理論的・学問的な知識につい
てのニーズも依然としてあることが考えられる。
さらに，職種別のニーズについて比較するために，

「教育現場での問題に対処するために必要と思われる学
校心理学的知識」について職種・カテゴリー別割合を示
した（Figure１）。
必要とされる心理学的知識に関する回答については職

種によって違いがみられた。一般教員による回答はカテ
ゴリー１，４に集中しており，学級内での児童への支援
や児童の心理面の見極めに必要な専門的な知識を必要と
していることが伺われた。また，それに次いで，カテゴ
リー５，７についても挙げられており，保護者への支援
や学校心理学等に関する知識も必要とされていることが
伺われた。
養護教諭による回答はカテゴリー４が中心であるが，

学級内や保健室等での児童への支援（カテゴリー１，２）
についてもそれに次いで挙げられていた。
学校心理士による回答もカテゴリー４が中心であるが，

次いで教師や教師間への支援（カテゴリー６），学校心
理学等に関する知識（カテゴリー７）が挙げられており，
教師間のコンサルテーション的知識や学校心理学等につ
いての知識が望まれているのが特徴といえた。

３．「学校心理学に関する知識，情報をどのようにして
入手しているか，どのような知識，情報を欲している
か」（Table３，Figure２，Figure３，Table４）
どのような手段を通して知ったか（触れたか）につい

ては，１１項目別に選択された割合の高い手段３つについ
て順に調べてみた（Table３）。�動機づけ（意欲）のメ
カニズム，�学級集団の心理，�認知や思考の発達，�
人格や社会性の発達，�心理検査・査定法，�さまざま
な心理療法，	精神病・神経症などの心の病気に関する
知識，
ストレスやそれにかかわる心理的問題，の９項
目については，いずれも「研修」「学生時代の授業」「書
籍」の３つを上位３つまでに選択しており，それらのい
ずれもが「研修」を選んだ割合がもっとも高く，その割
合は５０％から８０％程度に達しており研修の役割の大きさ
が伺えたが，「学生時代の授業」についても５０％程度で
選択しており，教職課程における教育心理学，学校心理

学等の関連の授業の役割が依然として大きいことがわ
かった。
また，残りの３つのうち�発達障害とその対応につい

ては「研修」「書籍」「知人や職場」，�学習と記憶のし
くみについては「学生時代の授業」「研修」「書籍」，�
教育評価については「知人や職場」「研修」「書籍」の順
となっていた。なお，同様の分析を一般教員，養護教諭，
学校心理士の職種別に行ったが目立った順位の違いなど
はなかった。
とくに詳しい内容を知りたいと思っている項目（職種

別）については，選択された割合の多い順に示すと，�
発達障害とその対応（５９．１％，６８．１％，５７．６％，５０．８％），

ストレスやそれにかかわる心理的問題（３５．０％，
３１．９％，４２．４％，２７．１％），	精神病・神経症などの心
の病気に関する知識（３０．０％，２９．０％，３４．８％，２３．７％），
�学級集団の心理（２８．２％，３９．１％，２１．７％，２５．４％），
�心理検査・査定法（２４．１％，１５．９％，２９．３％，２５．４％），
�人格や社会性の発（２１．８％，３０．４％，１５．２％，２２．０％），
�さまざまな心理療法（１９．１％，１７．４％，２０．７％，
１８．６％），�認知や思考の発達（１２．３％，１３．０％，１３．０％，
１０．２％），�動機づけ（意欲）のメカニズム（１０．９％，
１７．４％，１０．９％，３．４％），�学習と記憶のしくみ（６．８％，
１１．６％，３．３％，６．８％），�教育評価について（２．７％，
２．９％，１．１％，５．１％）となっていた（カッコ内の％は
全体，一般教員，養護教諭，学校心理士の順）。対象者
の属性によって若干の順位に変化はあるものの教育現場
で求められている専門知識の傾向が伺えた（Figure２）。
さらにこれら１１項目の個人の選択のパターンをもとに

全対象者をクラスタ分析（ウォード法）によって分類し
たところ３つのクラスタに分類された。第１クラスタ
（５６人）は，�発達障害とその対応，�心理検査・査定
法，	精神病・神経症などの心の病気に関する知識など
を，第２クラスタ（８７人）は，�発達障害とその対応，
�学習と記憶のしくみ，�動機づけ（意欲）のメカニズ
ム，�学級集団の心理，�認知や思考の発達，�さまざ
まな心理療法，�教育評価などを，第３クラスタ（７５人）
は�動機づけ（意欲）のメカニズム，�人格や社会性の
発達，�心理検査・査定法，	精神病・神経症などの心
の病気に関する知識，
ストレスやそれにかかわる心理
的問題，などをそれぞれ多く選択する傾向があった
（Figure３）。また，一般教員，学校心理士は第２クラ

Figure１ 教育現場での問題に対処するために必要と思われる学校心理学的知識
（職種・カテゴリー別割合）
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Table３「どのような手段を通して知ったか」（複数回答で選択された上位３個）
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スタに養護教諭は第３クラスタに属する者が多かった
（Table４）。

ま と め

総じて「現在直面している問題」，「教育現場での問題
に対処するために必要と思われる学校心理学的知識」「学
校心理学に関してどのような知識，情報を欲している
か」は職種によってもニーズが異なっていることがうか

がわれた。職種によるニーズの違いはある意味では当然
ともいえるが，今後はそういった側面にも配慮しながら，
教育現場で早急に求められている軽度発達障害の児童を
含むさまざまな状況にある児童の支援に関わる知識だけ
でなく，学校心理学・教育心理学・発達心理学等の理論
的・学問的な専門知識についても提供されていくことが
必要といえるであろう。
また，「学校心理学に関する知識，情報をどのように

して入手しているか」について，研修が中心であるもの

Figure２ とくに知りたいと思っている項目（職種別）

Figure３ クラスター分析の結果
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の，「学生時代の授業」の影響も示され，教職課程にお
ける教育心理学，学校心理学等の関連の授業の役割が依
然として大きいことがわかったことも重要といえよう。
今後はこれらの点もふまえ，学校心理学に関する教授内
容の一層の充実や，それに基づいた大学におけるよりき
め細かい授業の展開，現職教員・学校心理士に対する学
校心理学的知識の提供等が望まれるであろう。
（本研究は平成１８年度科学研究費補助金（基盤研究Ｃ，
研究者代表，鎌原雅彦）の助成により実施された。）
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